
くらしが、スピード感をもって移り変わっていく、いまという時代。その変化にいちはやくこたえること、

さらには新しいニーズの芽を見つけだしていくことこそ、J.フロント リテイリングの大切な使命です。

女性のさらなる社会進出。少子高齢化による生活スタイルの変容。グローバル化・デジタル消費の

拡大。様 な々きっかけが、新しい人生の楽しみ方をひろげ、不安やストレスをもうみだしていく。その

「プラスとマイナス」両方を見つめ、くらしのすべてでお客様のお役にたてるグループへと、私たち

は進化していきます。「楽しみ」においては、「モノを売る」にとどまらず、新しいできごと・体験を創造し、

感動を与えていく。「不安」においては、「忙しさ」「心細さ」「面倒」といった、「足りない部分」をカバー

して、心のモヤを晴らせるサービスをうみだしていく。「小売業」のワクにとらわれることなく、私たち

の領域は拡大していきます。そして、そこには独創的なアイデアが、「あたらしい幸せ」の発明が

必ずなければならない。いま、J.フロント リテイリングは、大いなる変革のとき。そして「変わりつづける」

ことで、10年後100年後の生活にも「現在進行形」でよりそっていくことを、お客様にお約束します。

くらしの
「あたらしい幸せ」を

発明する。

G r o u p  V i s i o n
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J.フロント リテイリンググループは、2007年9月に株式会社

大丸と株式会社松坂屋ホールディングスが経営統合して発足し、

「百貨店事業を核とした、質・量ともに日本を代表する小売業

界のリーディングカンパニーの地位確立」をビジョンに掲げる中、

マルチリテイラーに向けた様々な取り組みを進めてきました。中

核である百貨店事業では、新百貨店モデル構築を深化させる

とともに、顧客基盤の拡充をはかってきました。さらに、2011 

年には株式会社スタイリングライフ・ホールディングス（SLH）を

持分法適用関連会社化、2012年には株式会社パルコを連

結子会社化するなど積極的なM&Aを展開することにより、百

貨店以外の事業の幅を着実に拡げてきました。

一方、経営環境は大きく変化しつつあります。少子高齢化

の進展や家族のあり方の変化に伴う「暮らし方の多様化」、ま

たモノからコトへの消費の変化やICTの進化などによる「楽し

み方の多様化」が、今後ますます進展することが予想されます。

つまり、現状のビジネスモデルの延長線上での成長が難しくな

る中、今がグループ経営の舵を大きく切る転換期と捉えています。

そうした中、当社グループは人々の幸せのあり方を考え、「暮

らし方」と「楽しみ方」の両面から新たな価値提供を実現する

ため、事業領域の拡大と既存事業の変革を戦略的に進めるこ

とにより、人々の心豊かな生活の実現に貢献する企業グルー

プを目指した新グループビジョン“くらしの「あたらしい幸せ」を発

明する。”を策定しました。

このグループビジョンで目指すべき将来の方向性を示すこと

により、グループを大きく変革させるとともに、非連続な成長の

実現を目指していきます。

当社グループは、これまで百貨店の大丸、松坂屋やパルコな

どの中核事業を中心に「ハレの日のモノ」を中心にお客様のニー

ズに応えるべく商品やサービスを提供してきました。しかしながら、

くらし方の多様化が進む中で、お客様のニーズはハレの日だけ

ではなく、幅広く日常生活のなかにも生まれてきています。もっ

と便利に、もっと快適に、という日常生活の中にある「不安」「不

満」を取り除くことにより、多くのお客様がよりハレの日の領域

に時間と余裕をまわせるようにしたい―こうしたことこそが、我々

がこれから果たしていくべき社会的役割、つまり大義であると考

えています。

また、楽しみ方が多様化し、多くのお客様がこれまでのような

画一的な消費の形では充分な満足感を得られなくなっているの

も事実です。「今までにない体験をしたい」「気の合う仲間と楽

しみたい」といったコト消費への変化に加え、「環境や倫理に

も配慮したい」「社会への存在意義を感じたい」といった社会

貢献への意識が高まっているのも近年の大きな特徴です。こう

した楽しみ方の多様化に対応し、もっと楽しく、もっとワクワクで

きることを、当社グループとして提案できなければなりません。

ビジョンとは、自分たち、自社がどうなりたいのかという将来の

姿を表し、組織の戦略、方向性や意思決定プロセスの明確化

につなげるものです。それを具体的に実現していくのはまさに

従業員一人ひとりであり、その成果の総体が企業価値となって

いきます。つまり、ビジョンはいかに現場に浸透させ、方向づけ

るなかで、一人ひとりの具体的なアクションにつなげていくかが

大きな鍵になると考えています。

そのため、まず経営トップ自らがビジョンに込めた思いを直接

従業員に説明し、双方向の対話を行い、次のステップで執行

役員以上の経営層を含む社員全員が社内報やイントラネット

においてビジョン実現に向けた行動宣言を行いました。そうし

た宣言に基づく具体的なアクションにつなげる取り組みとして、

人事システムを通じて誰もが参画できる「チャレンジカード」とい

う制度を設け、全社を挙げて、個人やチームのアイデアやひら

めきを評価し具現化をサポートしていく仕組みを導入しています。

そして、拡張への可能性を秘めた“発明”アイデアについては発

案者自らが発表する「発明アワード」という場を設け、全社でア

イデアそのものや取り組みプロセスなど情報共有をはかるとともに、

誰もがチャレンジできるというモチベーション向上の連鎖につな

げています。

“発明体質”を真の企業文化として根づかせる― 当社グルー

プの壮大なチャレンジが始まっています。

ビジョン策定の背景

当社グループが担う新しい大義

ビジョンの浸透、そして具体的アクションへ

JFR WAY

グループビジョン

基本
理念

くらしの「あたらしい幸せ」を発明する。

私たちが大切にする考え方

“未来を創ろう！” 
“失敗を恐れず挑戦しよう！”
“新しい発想を取り入れよう！” 
“自分で考えて行動しよう！”
“良識を持ち、誠実でいよう！”

私たちは、時代の変化に即応した高質な商品・サー
ビスを提供し、お客様の期待を超えるご満足の実現
を目指します。
私たちは、公正で信頼される企業として、広く社会へ
の貢献を通じてグループの発展を目指します。

基本理念とグループビジョン、JFR WAY
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